
 
 

 

 

 
 

〈お問い合わせ〉 

朝日新聞社 ジャーナリスト学校 

TEL 03-3545-0131（代表） 

２０２２年１０月７日 

日 

>  contact 

朝日新聞社 〒104-8011 東京都中央区築地 5-3-2 

〈報道関係のみなさま〉 

 

特集  プラットフォームは敵か味方か 

「月刊 Journalism」１０月号発売！ 

 
株式会社朝日新聞社（代表取締役社長：中村史郎）は１０月７日（金）、「月刊 Journalism」１０月号を発

行しました。特集Ⅰは、「プラットフォームは敵か味方か」です。 

新聞のデジタル化にとっての脅威は、グーグルやフェイスブックなどのプラットフォーマーの登場です。

圧倒的なユーザー数に広告料収入が流れ、新聞社の屋台骨が揺らい

でいます。その巨人たちと、どう向き合えばいいのか。巻頭インタビュ

ーで、米コロンビア大学のビル・グルースキン教授は、プラットフォーマ

ーがニュースメディアに資金提供する仕組みが実現した豪州の実情に

ついて、現地調査をもとに詳細に語っています。 

香川大学法学部教授の柴田潤子さんは、プラットフォーマーのコン

トロール下で、報道機関がコンテンツの供給者としての役割しか果たさ

ない場合、読者と広告をめぐる双方の市場から報道機関が排除される

可能性も否定できない、としています。関西大学社会学部准教授の水

谷瑛嗣郎さんは、国民の知る権利に奉仕するという報道機関の機能

が、ＰＶやクリック数に左右されがちなアテンション・エコノミー（関心経

済）に引きずられて衰退していくのではないか、と危惧しています。 

特集Ⅱは、「旧統一教会と政治とメディア」です。旧統一教会の被害者救済に取り組んできた紀藤正樹

弁護士はインタビューで、今後の取り組みについて「原発事故調査委員会のようなものを国会へ設置して

対策を考えること。超党派で事故調を作るように、働きかけたい」と強調しています。東京大学名誉教授の

島薗進さんは、安倍晋三元首相銃撃に至る旧統一教会と自民党の関係について「政治と宗教のいびつ

な関係の帰結」だと指摘。「メディアによる批判的な報道はどれだけなされたのか」と疑問を投げかけてい

ます。 

「月刊 Journalism」は２００８年１０月創刊。ジャーナリズムという視点を通して、社会の諸課題と向き合っ

ていきます。定価は８１５円（税込み）。全国の書店、ネット書店、ＡＳＡ（朝日新聞販売所）で注文によって

お求めいただけます。 


